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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第６期
第２四半期
連結累計期間

第５期

会計期間
自2018年４月１日
至2018年９月30日

自2017年４月１日
至2018年３月31日

売上高 （千円） 623,682 944,389

経常利益 （千円） 88,253 70,200

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 59,952 44,779

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 59,998 44,097

純資産額 （千円） 903,057 561,584

総資産額 （千円） 1,171,445 725,064

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 30.18 26.95

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 28.22 －

自己資本比率 （％） 77.1 77.5

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 75,150 78,970

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △11,311 △2,669

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 336,728 △30,000

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 896,717 496,216

 

回次
第６期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自2018年７月１日
至2018年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 15.70

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第５期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式の残高はありますが、当社株式は

非上場であるため期中平均株価が把握できませんので記載しておりません。

４．当社株式は、2018年６月21日に東京証券取引所マザーズ市場に上場しており、潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益金額については、新規上場日から第６期第２四半期連結累計期間の末日までの平均株価を期中平

均株価とみなして算定しております。

５．当社は、第５期第２四半期連結累計期間については四半期連結財務諸表を作成していないため、第５期第２

四半期連結累計期間に係る主要な経営指標等の推移については記載しておりません。

６．当社は2018年４月29日付で普通株式１株につき10株の株式分割を行っておりますが、第５期の期首に当該分

割が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

金額を算定しております。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。なお、当社は前

第２四半期連結累計期間において四半期連結財務諸表を作成していないため、前年同四半期連結累計期間との比較は

行っておりません。

 

(1)経営成績に関する説明

　当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、企業収益の改善や良好な雇用環境を受けて、景気は緩やかな回

復基調で推移しました。一方、海外では、米国の通商政策に対する懸念やアジア地域における経済動向など、先行き

不透明な状況が続いております。

　当社グループのフィンテック・プラットフォーム事業が属するインターネット広告市場につきましては、株式会社

電通発表の『2017年 日本の広告費』(2018年２月22日発表)によると、2017年のインターネット広告費（媒体費の

み）は１兆2,206億円（前年比117.6％）と成長しております。

　このような環境下、当第２四半期連結累計期間は、「ZUU online」等の自社メディアのユーザー層の拡大等を強力

に推進いたしました。その結果、2018年５月には「ZUU online」等の自社メディアの月間訪問者数が500万人を突破

しました。

　メディア・サービスについては、更なる自社メディアの認知度向上や訪問ユーザー数の増加に伴い、当第２四半期

連結累計期間は売上高230,047千円となりました。フィンテック化支援サービスについては、顧客企業数が堅調に推

移したことに伴い、当第２四半期連結累計期間は売上高389,842千円となりました。その他は、当第２四半期連結累

計期間は売上高3,792千円となりました。

　以上の結果、当第２四半期連結累計期間の経営成績は、売上高は623,682千円、営業利益は103,004千円、経常利益

は88,253千円、親会社株主に帰属する四半期純利益は59,952千円となりました。

 

(2)財政状態に関する説明

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 2018年２月16日）等を第１四半期連結会計

期間の期首から適用しており、財政状態については、当該会計基準等を遡って適用した後の数値で前連結会計年度と

の比較・分析を行っております。

（資産）

　当第２四半期連結会計期間末における流動資産は1,086,124千円となり、前連結会計年度末に比べ436,763千円増加

いたしました。これは主に現金及び預金が400,501千円増加したことによるものであります。固定資産は85,321千円

となり、前連結会計年度末に比べ9,618千円増加いたしました。これは主に敷金及び差入保証金が11,096千円増加し

たことによるものであります。

　この結果、総資産は、1,171,445千円となり、前連結会計年度末に比べ446,381千円増加いたしました。

（負債）

　当第２四半期連結会計期間末における流動負債は260,027千円となり、前連結会計年度末に比べ104,879千円増加い

たしました。これは主に短期借入金の増加70,000千円によるものであります。固定負債は8,360千円となり、前連結

会計年度末に比べ28千円増加いたしました。

　この結果、負債合計は、268,387千円となり、前連結会計年度末に比べ104,908千円増加いたしました。

（純資産）

　当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は903,057千円となり、前連結会計年度末に比べ341,473千円増加

いたしました。これは主に、増資により資本金及び資本準備金が140,880千円ずつ増加したこと、親会社株主に帰属

する四半期純利益59,952千円を計上したことによるものであります。

　この結果、自己資本比率は77.1％（前連結会計年度末は77.5％）となりました。
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(3)経営成績の分析

（売上高）

　当第２四半期連結累計期間において、売上高は623,682千円となりました。これは、顧客の課題解決に貢献する付

加価値の高いソリューションの提供に努めた結果、クライアント企業数が順調に積み上がり、月額報酬が伸長し、

フィンテック化支援サービスに係る売上高389,842千円を計上したことに加え、アクセス数が堅調に推移したことに

より、メディア・サービスの売上高230,047千円を計上したことによるものであります。

 

（売上原価、売上総利益）

　当第２四半期連結累計期間において、売上原価は152,544千円となりました。これは、自社メディア及びクライア

ント企業のメディアが増加し、外注費等が増加したことによるものであります。この結果、売上総利益は471,138千

円となりました。

 

（販売費及び一般管理費、営業利益）

　当第２四半期連結累計期間において、販売費及び一般管理費は368,134千円となりました。これは、事業拡大に伴

う人件費等の増大によるものであります。この結果、営業利益は103,004千円となりました。

 

（営業外収益、営業外費用、経常利益）

　当第２四半期連結累計期間において、営業外収益が403千円、営業外費用が15,155千円発生しております。これ

は、株式公開に伴う株式交付費8,359千円、株式公開費用6,672千円などによるものです。この結果、経常利益は

88,253千円となりました。

 

（特別損益、親会社株主に帰属する四半期純利益）

　当第２四半期連結累計期間において、特別利益及び特別損失は発生しておりません。また、法人税等合計は28,300

千円となりました。

　この結果、親会社株主に帰属する四半期純利益は59,952千円となりました。

 

(4）キャッシュ・フローの状況に関する説明

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）の残高は896,717千円とな

り、前連結会計年度末と比べ400,501千円の増加となりました。当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・

フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

　営業活動の結果獲得した資金は75,150千円となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益88,253千円及び

売上債権の増加18,493千円があったことによるものであります。

 

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

　投資活動の結果使用した資金は11,311千円となりました。これは主に、敷金保証金の差入による支出11,107千円が

あったことによるものであります。

 

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

　財務活動の結果獲得した資金は336,728千円となりました。これは、株式の発行による収入266,728千円及び短期借

入金による収入70,000千円があったことによるものです。

 

(5）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はあ

りません。

 

(6）研究開発活動

　該当事項はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 7,500,000

計 7,500,000

 

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2018年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2018年11月９日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 2,076,640 2,076,640
東京証券取引所

（マザーズ）

完全議決権株式であ

り、権利内容に何ら

限定のない当社にお

ける標準となる株式

であります。

なお、単元株式数は

100株であります。

計 2,076,640 2,076,640 － －

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社ＺＵＵ(E34094)

四半期報告書

 6/19



（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

2018年７月20日

（注）１
37,500 2,074,240 27,600 430,733 27,600 415,733

2018年７月１日～

2018年９月30日

（注）２

2,400 2,076,640 2,880 433,613 2,880 418,613

(注）１．有償第三者割当（オーバーアロットメントによる売出しに関連した第三者割当増資）

発行価格　　　1,472円

資本組入額　　　736円

割当先　野村證券株式会社

２．新株予約権の行使による増加であります。

 

（５）【大株主の状況】

  2018年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

冨田　和成 東京都目黒区 1,306 62.89

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社
東京都中央区晴海1-8-11 130 6.28

赤羽　雄二 東京都品川区 78 3.80

資産管理サービス信託銀行株式会社 東京都中央区晴海1-8-12 39 1.91

夏野　剛 東京都渋谷区 30 1.44

高山　照夫 東京都台東区 30 1.44

和出　憲一郎 香川県三豊市 30 1.44

佐藤　和与志 東京都新宿区 28 1.35

日本マスタートラスト信託銀行株式

会社
東京都港区浜松町2-11-3 19 0.94

松井証券株式会社 東京都千代田区麹町1-4 13 0.64

計 － 1,705 82.13

（注）当第２四半期会計期間末現在における、日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社、資産管理サービス信託銀行

株式会社、日本マスタートラスト信託銀行株式会社の信託業務に係る株式数については、当社として把握すること

ができないため記載しておりません。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

2018年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　2,075,300 20,753

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式であります。

なお、単元株式数は100

株であります。

単元未満株式 普通株式　　　1,340 － －

発行済株式総数 普通株式　2,076,640 － －

総株主の議決権 － 20,753 －

（注）当社株式数は上記①「発行済株式」の「単元未満株式」の欄に含まれております。

 

 

②【自己株式等】

　　　　該当事項はありません。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　なお、当四半期報告書は、第２四半期に係る最初に提出する四半期報告書であるため、前年同四半期との対比は

行っておりません。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2018年７月１日から2018

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2018年４月１日から2018年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2018年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 496,216 896,717

売掛金 136,212 154,799

仕掛品 770 2,827

その他 16,162 32,299

貸倒引当金 － △518

流動資産合計 649,361 1,086,124

固定資産   

有形固定資産 16,148 14,486

無形固定資産 81 76

投資その他の資産 59,473 70,758

固定資産合計 75,703 85,321

資産合計 725,064 1,171,445

負債の部   

流動負債   

買掛金 25,217 21,732

短期借入金 － 70,000

未払法人税等 25,028 28,299

その他 104,902 139,995

流動負債合計 155,148 260,027

固定負債   

資産除去債務 8,331 8,360

固定負債合計 8,331 8,360

負債合計 163,479 268,387

純資産の部   

株主資本   

資本金 292,733 433,613

資本剰余金 277,733 418,613

利益剰余金 △9,199 50,753

自己株式 － △285

株主資本合計 561,266 902,694

その他の包括利益累計額   

為替換算調整勘定 318 363

その他の包括利益累計額合計 318 363

純資産合計 561,584 903,057

負債純資産合計 725,064 1,171,445
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

 （単位：千円）

 
 当第２四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年９月30日)

売上高 623,682

売上原価 152,544

売上総利益 471,138

販売費及び一般管理費 ※ 368,134

営業利益 103,004

営業外収益  

受取利息 2

為替差益 135

助成金収入 200

その他 65

営業外収益合計 403

営業外費用  

支払利息 17

株式交付費 8,359

株式公開費用 6,672

その他 105

営業外費用合計 15,155

経常利益 88,253

税金等調整前四半期純利益 88,253

法人税、住民税及び事業税 28,300

法人税等合計 28,300

四半期純利益 59,952

非支配株主に帰属する四半期純利益 －

親会社株主に帰属する四半期純利益 59,952
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

 （単位：千円）

 
 当第２四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年９月30日)

四半期純利益 59,952

その他の包括利益  

為替換算調整勘定 45

その他の包括利益合計 45

四半期包括利益 59,998

（内訳）  

親会社株主に係る四半期包括利益 59,998

非支配株主に係る四半期包括利益 －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

 （単位：千円）

 
 当第２四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 88,253

減価償却費 1,560

貸倒引当金の増減額（△は減少） 518

受取利息 △2

助成金収入 △200

支払利息 17

株式交付費 8,359

株式公開費用 6,672

売上債権の増減額（△は増加） △18,493

仕入債務の増減額（△は減少） △3,484

その他 16,995

小計 100,194

利息の受取額 2

利息の支払額 △17

法人税等の支払額 △25,029

営業活動によるキャッシュ・フロー 75,150

投資活動によるキャッシュ・フロー  

敷金及び保証金の差入による支出 △11,107

その他の支出 △204

投資活動によるキャッシュ・フロー △11,311

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入れによる収入 70,000

株式の発行による収入 266,728

財務活動によるキャッシュ・フロー 336,728

現金及び現金同等物に係る換算差額 △66

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 400,501

現金及び現金同等物の期首残高 496,216

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 896,717
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 2018年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定

負債の区分に表示しております。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
当第２四半期連結累計期間
（自 2018年４月１日

　　至　2018年９月30日）

給料及び手当 131,532千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のと

おりであります。

 
当第２四半期連結累計期間
（自 2018年４月１日
至 2018年９月30日）

現金及び預金勘定 896,717千円

現金及び現金同等物 896,717

 

（株主資本等関係）

株主資本の金額の著しい変動

　当社は、2018年６月21日に東京証券取引所マザーズ市場に上場いたしました。2018年６月20日を払込期日と

する有償一般募集（ブックビルディング方式による募集）による新株式発行150,000株により、資本金及び資

本準備金がそれぞれ110,400千円増加しております。

　また、2018年７月20日を払込期日とする、オーバーアロットメントによる当社株式の売出しに関連した第三

者割当増資37,500株により、資本金及び資本準備金がそれぞれ27,600千円増加しております。

　この結果、当第２四半期連結会計期間末において、資本金は433,613千円、資本準備金は418,613千円となっ

ております。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第２四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年９月30日）

　当社グループは、フィンテック・プラットフォーム事業のみの単一セグメントであるため、記載を省略して

おります。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
当第２四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年９月30日）

（１）１株当たり四半期純利益金額 30.18円

（算定上の基礎）  

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 59,952

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益金額（千円）
59,952

普通株式の期中平均株式数（株） 1,986,798

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 28.22円

（算定上の基礎）  

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額（千

円）
－

普通株式増加数（株） 137,334

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－

　（注）１．当社株式は、2018年６月21日に東京証券取引所マザーズ市場に上場しており、潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益金額については、新規上場日から当第２四半期累計期間の末日までの平均株価を期中平均株価と

みなして算定しております。

２．当社は2018年４月29日付で普通株式１株につき10株の株式分割を行っておりますが、期首に当該株式分割が

行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額を算定し

ております。
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（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

   2018年11月８日

    
    

株式会社ＺＵＵ    

取締役会　御中    

   
    
    

 有限責任監査法人トーマツ

    

 
指定有限責任社員

業務執行社員
公認会計士 吉村　孝郎　　印

    

 
指定有限責任社員

業務執行社員
公認会計士 菊池　寛康　　印

    

    
 
　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ＺＵＵ
の2018年４月１日から2019年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2018年７月１日から2018年９月30
日まで）及び第２四半期連結累計期間（2018年４月１日から2018年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわ
ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書
及び注記について四半期レビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する
結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し
て四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＺＵＵ及び連結子会社の2018年９月30日現在の財政状態並び
に同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信
じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
 
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以　上
 
　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。
２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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